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核融合炉ブランケットの研究開発は，炉設計の進展，
ITERテストブランケットモジュール（Test Blanket Mod-
ule: TBM）試験をめざした研究開発，大学の共同研究や幅
広いアプローチにおける様々な研究などを通じて，実規模
試作試験を構想した研究展開を図る段階に至っている．ブ
ランケットの高温化，長寿命化をめざす上での主要な課題
は材料の耐照射性と耐環境性である．最近では，各種小規
模，中規模試験施設の整備により，要素研究およびブラン
ケット環境での共存性評価試験の研究が進展しつつある．
単純な静止場試験だけでなく様々な工夫を凝らした流動試
験や不純物を制御した試験が進められつつあるが，これら
をどのような知識ベースとして集約させていくかが今後の
課題である．環境因子と材料因子を制御した研究の進展が
望まれるが，放射線照射，高磁場など，核融合炉ブラン
ケット特有の環境因子を取り入れた共存性モデルの構築に
向けた系統的な研究が何よりも必要とされる．
ブランケットにおける共存性は，増殖材，冷却材，構造
材の選択により，その基本メカニズムが異なる．水冷却，
溶融塩システムにおける電気化学腐食，液体金属システム
における材料脆化などがその例である．原子力発電所にお
ける減肉現象の原因となった流動加速腐食（Flow Acceler-
ated Corrosion: FAC）や保護皮膜の剥離に伴うエロージョ
ン・コロージョンがブランケット高速流動条件でどのよう
な影響を与えるかも重大な関心事である．さらに，ブラン
ケットの腐食は炉外システムにおける材料，温度，温度勾
配によってもその進行が大きく左右される．腐食制御は炉
内，炉外を含めた系全体としての物質移行の制御をめざす
ものであり，トリチウムや熱の回収制御とも一体となった
課題である．本小特集は，主に材料の観点から最近の研究
成果を紹介するが，システム全体の視点からの議論も重要
であることを併せて強調したい．
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